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モデルを用いて liraglutide が新生内膜形成に与える影響を調べた。 










た細胞実験で liraglutide は NO 産生を濃度依存的に促進し、その作用は
GLP-1受容体、cAMP、cAMP-dependent protein kinase(PKA)、AMP-activated 
protein kinase(AMPK)、nitric oxide synthase(NOS)の各阻害薬によりキ
ャンセルされた。また、siRNAにより liver kinase B(LKB)-1をノックダ
ウンさせることによって liraglutide の NO 産生促進効果がキャンセルさ
れた。Liraglutide は血管内皮細胞における NO 産生を介して新生内膜形
成を抑制し、その作用は GLP-1受容体、cAMP、PKA、LKB-1、AMPK、NOSを
介することが分かった。また、この効果は高血糖状態でも発揮されること
が示された。 
